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ロールシャジハ･テストにおける色彩刺激の

効果に関する研究

EffectsofColorStimulionRorschachTest．

本丼久美子

Ｋｂ〃ｚｊｈｏＭ,/oノ

結果をⅡ)した両者は，互いの方法で実験を行ったが同じ

ようにLazarusは否定的，Siipolaは肯定|的結果に終

わった。その他正常者の色彩反応に関する研究は,Allen

(1951)，Dubrovner(1950)，Baughman(1954)，Mayer

(1951）らによって行われたがいずれも色彩の効果につい

ては否定的な結果を報街している。

[2］精神疾患者を対象とした研究……Crumpton(1956）

は原図版と無彩色シリーズを用いて精神病，神経症，脳

疾患の病者30名にテストを施行して，色彩の存在が反応

内容に影響し，攻撃性，不`快感情を増大させるという結

果を報告している。またＹｏｒｋ（1951）Brody(1953),ら

も精神疾患者を対･象としたテストを行って，いずれも色

彩が動揺を生じやすくするのに重要な因子であると結論

している。

[3］特殊な実験条件の研究……Siipola(1952)は正常な

被験者に時間的圧力をかけて緊張状態をつくり出してテ

ストを行い，圧力をかけたグループ程不確定反応が増大

したと報告しているⅡIIafner（1958）は，Siipolaと同

じ条件の下で行い，圧力をかけられたグループはコント

ロール喪失の方向に行くと述べている.

以上のことから正常者についての研究ではSiipola以

外はいずれも色彩の効果について，否定|fIな結果を得て

いるが，；iwl1経症`'曲者や実験的に緊張状態にされた被験者

はいずれの結果でも少からず色彩の影響を受けている。

'従って通常より不安感の強い精神状態におかれた場合，

色彩の影響が明瞭に現われて，より鮮明な変化が示され

ると思われる。本実験はこのような観点に基づいてロー

ルシャッハ・テストにおける色彩刺激の効果を調べるこ

１．目的

古来色彩というものが情緒性と大きな関わりを持って

いるということは，広く云われてきたことであるが，ロ

ールシヤツハ・テストにおいても色彩因子は情緒面の反

映であると考えられている。殊に色彩ショック現象は情

緒的に抑圧された被験者に多くみられると，Rorschach

自身も述べている。実際にこの色彩ショック現象の存在

を肯定する立場の研究者も多く存在するが一方では否定

的な立場の研究者も多い。即ち色彩カードでショック現

象が存在したからと云って，それが色彩そのものの効果

であるとは云いきれない問題がある。ロールンャッハ・

テストの刺激属性が多様性を有しているので色彩だけの

効果を取り上げにくいのである。この色彩ショック現象

に関する疑惑は色彩効果に関する実験的な研究が相反す

る結果を示しているために一層強められることとなっ

た。

色彩反応に関する実験的研究は大きく三つに分類する

ことが出きる。

[ｌ］正常者を対象とした研究……Lazarus（1948）は高

校生100名を対象として原図版と無彩色シリーズのテス

ト・リテスト法式で実験を行い，色彩に関する解釈仮説

は支持できないという結果を導いている。一方Siipola

(1950)は原図版の有彩色部位を20に分割してそれに対応

する無彩色刺激を作製して二群に分けた正常な被験者に

いずれか一方を用いてテストを行い，反応時間の遅延，

情動的態度の増強などの結果を導き，色彩が情緒的変動

を招来するという仮説を確認した。このように相反する
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経症老の場合に，より顕著に変化があらわれるというこ

とであったが，ｊＩｊｉ者では病気の要因が入って来てしまっ

てi(llI経iI,ｉｉの侃度，質が新しい要因として働き複雑となり

すぎる工従ってIEUiiliir者の'１１で高不安群と低不安群という

グループを設けることとした。

すべて大学生で広義の正常山社会適応者。年令は18歳

から30歳『;予備テストを行って二群に分けた。

低不安群（LowAnxietyGroup・以下ＬＡ群)……正

常者の代表として顕在性不安検査（MAS）の得点が２２

点以下で，しかも矢、部．ギルフオード性格検査(Y-G）

でＤ型（穣極的適応型）Ｃ型（消極的適応型）に属する

者のみを採用した，

高不安群(HighAnxietyGroup・以下11.Ａ・群)……

神経症的緊張状態に比i陵的近い正常者ということで選択

した。この群はＭＡＳで２３点以上を示した者をＹ－Ｇ

テストの結果にかからず．すべて採用した。

３．千続

予llli検査：被験者を選択するために．Ｙ－ＧとＭＡＳ

を144名の大学生に施行し,前記の条件に合わせてＬＡ、

群とＨＡ・群とに分類した。その結果，Ｌ､Ａ､群は男子

１３名女子２５名合計28名，Ｈ､Ａ・群は男子９名女子１９狢

合計２８名となった。

本検査：予備検査によって分けられたｎＡ・群とＬ、

Ａ､群を夫々２群に分けＳシリーズとＣシリーズのいず

れか一方を施行する。ロールシャッハ・テストは片にI式

に従って個人法で行った。結果の整理方法は各群とも共

通でやはり片口式難理法に従っている。

とをロ|竹とし，そのために新たに色彩を加えるという方

法を取った。従来の研究は刺激を探術'：刺激とjlUi彩色IliII激

というようにマイナスの方向へ変化させているが，本研

究は標準刺激と有彩色刺激（全部有彩色カード）という

ようにプラスの方l｢Ｉへ変化させて，色彩を増加させた場

合の効果を検討しようという意図のもとに計画したもの

である。おな，このljlﾄﾂﾋﾞは昭和44年度慶応義熟大学社会

学研究科修士論文として提出したもので医学部の馬場礼

子氏に御指導いただいたものである。

１１．方法

１．刺激

二種類の刺激を用意した。即ち一般に用いる標準シリ

ーズ（以下Ｓシリーズ。色彩カード５枚，無彩色カード

５枚）と有彩色リシーズ（以下Ｃシリーズ）の二種類で

ある。有彩色シリーズの作製にあたっては次のようなこ

とを考慮した。①無彩色カード５枚の中で色分けが可能

なものと不可能なものに分け，ＬＩＶ.Ｖ・カードでは図

版の印象を破壊せすに分割することはできないので，単

色とすることにした.②色彩を決定する場合に図版の持

つ印象，役割などを考慮して，Ｉカードの場合などは１

枚目であまり刺激的ではいけないということからピンク

などの色を避けブルーとした，③新しく着色する色は，

今までのロールシャッハテストに関する色彩研究から連

続的に行われるように，すでIこ有彩色のカードの中で用

いられている色から選んだ。④実際に作るにあたって印

刷ということは不可能であったので，手描きで作製し，

しかも既にある５枚の有色彩カードと組み合わせて用い

るためちぐはぐな印象を与えないように，紙の厚さ，表

面の光り方などをできるだけ似せるようにしてある。５

人の者に予備テストを行って一連のセットとして不自然

ではないということを確認した１以上の点に創意して５

枚の彩色カードを作製した。

Ｉカード全体を青色にしてある．

Ⅳカード全体を緑色にしてある。

Ｖカード全体を赤紫色にしてある。

Ⅵカード縦に三色に色分けをして外側から青･黄・

赤の順になっている。

Ⅶカード縦に並んだ三つのＤ領域に上から緑･黄・

赤の色をつけてある。

（なお，各カード共にできるだけ原図版の濃淡を忠実に

描くようにしてある｡）

２．被験者

初めに述べたように色彩刺激の効果を検討するにはﾈ''１

ＩＩＬ結果と考察

Ｌ全体的結果と考察

[Tablel：各カテゴリーについての４群の比較］

各カテゴリーを４群間で比較したものでＲ項以下は平

均値である。この表では副分類は決定因，反応内容のい

ずれにも含めていない。又ここで扱ったＨ先はＨＨｄ．

(Ｈ)(Hd)を合計した値である。統計'１，有意差はＨ､Ａ・群

内でＳシリーズ群とＣシリーズ群との間にＦＭと１１％

に関してみられた。

色彩刺激が与える心理的変化から予想されることとし

ては次のようなことが考えられる。すなわち感情，‘情緒

面に働きかけ，外在的刺激である色彩を強化することに

よって，対外１１勺反応性を刺激することになり，具体的に

は論理的客観的判断力の低下，知的統合力の低下，内的

精神活動の低下，個人的感情を反映する反応表象の増加

などとなって現われる。したがってロールシャッハ反応
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れない。但しＣシリーズ群では従来の色彩図版（ⅡⅢ．

WⅡ.Ⅸ．Ｘ）でのＴ/Ｒ１がＳシリーズ群より早くなって

いる。ここで考えられることはl()枚のカード全部に色彩

があるｃシリーズ群では色彩の与える情緒的変動が汎化

するために当該図版での色彩の'11現がｓシリーズ程ショ

ックを与えないのではないかということである。

反応領域ではＷ十％がＳシリーズ群よりＣシリーズ

群で，又同じＣシリーズ群でもＬ,Ａ､群よりⅡ.Ａ・群

で減少している。これは外的刺激（色彩）が増大してい

るために知的統制に混乱が生じるためと考えられる。

ｄ％とＤｍ先ではｎＡ.群でＳシリーズ群よりＣシ

リーズ群に減少がみられ，これは色彩刺激の増加によっ

て対象を細かく分析し検討する機能が低下したと考えて

もよいのではないか。一方ＬＡ､群では差がないので，

ＨＡ・群は色彩によって動揺が生じやすいと云える。

決定囚ではＭがＬ､Ａ・群，ｎＡ・群ともＳシリーズ群

よりＣシリーズ群で減少している。Ｍは想像性，心理的

共感などの内面的活動性および知的観念的活動の活発さ

を反映させるものである。この狐が減少するということ

は色彩という外的刺激が強いために知的及び内面的活動

性が妨害されたと考えられる。ＦＭはＨＡ・群でＣシ

リーズ群に著しい増加がみられる。これはＭの減少を解

決するために，より低次元な願望空想の開放がＣＦにな

らず，ＦＭとなるところに－つの防衛過程の介入があり

而接的な感情の表現でなく空想化，観念化を通しての開

放を増大させているところに正常範囲のｎＡ・群の特

色があるのではないか｡また黒白を軽快な色に変えたた

めに，彩色による客観的刺激特性の変化によるとも考え

られる。２℃は両群ともＣシリーズ群で増加しているの

は当然のことである。

反応内容ではＨ％がＨ,Ａ､群でＣシリーズ群におい

て著しく減少している。Ａ先はＬＡ,群ではＣシリー

ズ群で減少し，ｎＡ・群では増加している。Ａ％は常識

的で客観的判断力を意味するものであるからＩＬＡ､群で

は減少するはずであり，一見矛盾した現象であるが正常

範囲内の高不安者ではｃシリーズでむしろ不安に対する

防衛が強化されＡ先が高まったものではないかと考え

られる。Ａｔ％は両群ともＣシリーズ群の方が多い。こ

れは色分けしてある部分に対してⅢ八教科書などにのって

いる解剖図〃という反応をする場合が増加したためであ

る，１１１現頻度の低いカテゴリーであるしＬ､Ａ、群とＨ、

Ａ・群に差はないが一般に不安感(殊に自身の身体に関す

る）を反映すると仮説されているＡｔ反応がＣシリーズ

群で増大していることに関しては何らかの情緒的意味が

Table1．各カテゴリーについての４群の比較

IＬＡ．ＬＡ．

Ｓ’ＣｌＳ’Ｃ

Ss

male

female

９
６
３

１
１

1９

７

１２

1４

４

１０

４
５
９

１

Ｒ 3４．７ 3２．６ 3３．６ 3３．２

T/Rl(Aver）

T/R1(Chrom）

T/R1(Achrom）

1７．１

１８．７

１５．７

2６．７

２８．７

２４．９

1７．７

１６．６

１８．７

２４．５

２７`８

２１．４

先

Ｗ
ｗ
Ｄ
Ｍ
ｄ
噸
吋
恥

2１．２

６７．４

１０．１

２５．１

０．８

２．０

２．６

５．６

2０．１

６５．８

９．１

２５５

０．９

１．７

２．５

６．５

１９．２

５８．６

１１．９

２８．９

］．１

２．３

４．２

１０．９

４
４
１
６
５
４
８
６

■
●
■
●
■
●
●
■

２
１
４
０
０
１
２
６

２
６
１
３

Ｍ
剛
、
恥
水

５．７

３，６

ｑ６

３７．７

７．２

７．３

４．７

０．９

３４．４

５．６

０
５
９
０
８

●
●
の
●
●

７
２
０
０
５

４

６．４

6.5

11

38.1

６．９

９
１
０
２
８
４
７
７

●
●
□
●
●
。
■
■

５
５
２
２
１
４
６
０

２
４

７
６
８
４
８
９
２
１

０
■
■
●
■
■
●
□

３
３
３
３
０
２
８
０

２
４

2８．８

３８．６

１．７

３．１

］、６

３．２

９．１

０．８

％
先
畷
螺
辨
》
畷
膨

Ｈ
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
Ｂ

２
９
７
８
８
０
８
６

●
●
。
■
■
Ｓ
●
■

９
５
３
１
０
５
６
０

１
４

Ｐ

Ｃ.Ｒ、

４．８

８．８

４．８

９．７

５．０

９．４

０．０

９．６

においてはｐｕｒｅＦの減少，形態質の低下，平凡反応の

減少，Ｗ＋の減少，Ｍの減少などが起こると予想され

る。これらの点をTable１．から検討してみると，反応

数Ｒに関してはほとんど差はない。仮説に従えばＣシリ

ーズ群では色彩の増加から情緒的昏迷或いは統覚的困難

が生じてＲが減少するはずであるがこの結果には現れて

いない。初発反応時間Ｔ/Ｒ１に関しては，平均値では

Ｈ､Ａ・群とＬＡ・群ともにＳシリーズ群とＣシリーズ群

に差があるが個人差が大きいために統計的有怠差はみら
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少したのIUlixp1％と''1棟である。

１&凡反応に関しては彩色したカードのうちＰのあるも

のがＬⅣ．Ｖ、Ⅶであるが，そのうちＩ．Ⅳ.Ｖは

単色であるのでＰ反応に影響なくⅦは多彩で領域が分

割されており,原色であるのでＰが著しく減少している。

Ⅶ程度に色を用いればｎＡ.Ｐ､式の平凡反螂応認知を崩

す刺激となるであろう。

[Ｔａｂｌｅ２２Ｃ－Ｍについて４群の比較］

前項でＺＣがＣシリーズ群で増加しているのは当然

のことであると述べたが，その回ＣとＭとの相関とい

う形で色彩への反応性を検討したものがTable２．であ

る。11.Ａ・群において，LPC＞Ｍの者がＳシリーズ群よ

りＣシリーズ群の方で燗大しているということはこの群

の被験者が色彩の影響を受けやすいということを示すも

のであろう。

以上が10枚のカード全体の反応を群別に盤理検討した

ものである。

2．カード別結果と考察

あるのかもしれない。Expl船は両群ともＣシリーズ群

で減少している。これはほとんどⅨカードで与えられる

もので，このカードは従来色彩ショックを受けやすいカ

ードの一つとされていた。従ってＣシリーズではすべて

色彩があるためⅨカードの111現があまり衝激を与えず，

そのため不安を示唆する燦発反応の出現度が低下したと

云えるのではないだろうか。Ｂ1％がＣシリーズ群で減

Ｔａｂｌｅ２ＺＣ－Ｍについて４群の比較

Ｈ,Ａ，ＬＡ．

Ｓ

Ｓ
ｌ
ｗ
７
０
７

Ｃ

0.80

11

１

２

副
Ｃ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

ｌ
ン
｜
｜
く

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

囚
ｚ
Ｚ
Ｚ

－１．６４

１０

１

８

注意：上一段は差の平均ＩＩＴ

下二段は人数

Ｔａｂ１ｅ３－２１ＶＣａｒｄＴａｂｌｅ３－ＬＩＣａｒｄ

１Ｒ

鼬
Ｒ
ｎ
Ｗ
Ｄ
ｄ
ｍ
Ｍ
ｍ
ｍ
ｋ
Ｋ
砿
Ｆ
Ｆ
ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｉ

Ｃ
ｊ
Ｃ
Ｆ

６
■

４
２
１
９
４
０
７
６
２
５
０
０
２
３
０
０
２
０
０
４

１
４
１
７
１

１
１

６

４

９
１
５
１
９
０
０
型
⑫
０
０
３
５
６
１
０
１
０
２
３

１
５
１
７
２

５

４
●

４
５
０
３
８
０
９
２
２
２
０
０
０
０
９
０
１

１
４
２
７
１

２
６

１

２
，

９
７
１
９
８
０
４
４
７
１
３
１
４
１
２
０
９

１
５
２
７
１

２
６

5７１６１，４２

３１（］

P１

Ｌｄ

｢１

Ｊ

0１０lＯｌＣ

【）｜IＣ

）’３６

｢１

L」
ｒｌ
ｕ

／ 〆
ｒ

Ｌ｣

、

１１

ｎ
k」

注意：Ｔ/Ｒ１は平均値
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Tal〕Ｉｅ３-3.ＶＣａｒｄ Ｔａｂ１ｃ３-,1．ＶＩＣａｒｄ

ＬＡ． 11.Ａ． ＬＡ． IＬＡ．

ＳｌＣＳ’Ｃ Ｓ’Ｃ Ｓ’Ｃ

ｌＲ
Ｉ

艶
Ｒ
ｎ
Ｗ
Ｄ
ｄ
吋
皿
凧
ｍ
ｋ
Ｋ
亜
Ｆ
Ｆ
ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｆ

３
０

９
１
９
８
６
２
４
９
４
２
０
１
４
１
５
０
０
１
４
０

１
５

８
２

５
１

３
●

４
４
２
８
２
９
２
６
８
０
０
０
３
８
３
０
０

１
３
３
６
１

１
１
１

ｌ
Ｄ

ｌ

Ｏ
】
●

４
４
４
４
０
４
’
４
ｏ
】
７
△
４
０
０
２
０
５
１
ハ
Ｕ
０
１
２
０

１
４
１
７
ｌ
ｏ
Ｉ

ｎ
ｏ

Ｐ
Ｄ

７
０

９
０
８
３
９
３
６
８
３
６
０
１
９
６
３
３

１
７
２
７
１

１
４
２

１
５
１
６
１
１
１

５

９
Ｏ
Ｌ
４
２
２
２
７
０
４
０
０
０
４
２
０
９

Ｏ
■

⑪

９
７
５
７
〈
０
４
４
〈
０
９
２
〈
Ｕ
３
４
３
４
０
０
８
９
△
４

石
Ⅱ
Ｆ
Ｄ
勺
１
丙
Ｉ
Ｕ
１

ｎ
ｊ

１
ｏ
母

７
●

４
１
６
４
３
６
５
８
２
６
０
１
３
仇
”
｝
０
４

１
５
３
５
２

１

４

皿
閑
旧
“
⑲
３
４
８
７
５
０
２
４
２
６
０
０
７
７
１

１
４

１
１

Ｒ
ｎ

Ｉ

鈴
Ｒ
ｎ
Ｗ
Ｄ
ｄ
ｎ
Ｍ
ｍ
ｍ
ｋ
Ｋ
歴
Ｆ
Ｆ
ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

ｃ
１
Ｃ
Ｆ

２

６

／
／

ノ
'

／ ノ

／

／
／／

Ｃシリーズで新たに色彩を加えたカードに閲して，各

カード別に結果を整理してＳシリーズ群とＣシリーズ群

の比較を試みた。

[Tab]ｅ３．カード別の各カテゴリー群についての４群の

比較］

各カテゴリー別各群毎の数Iil1Iを群内の総反応数に対す

るﾊﾟｰｾﾝﾄ値で表わした…ある｡雨１分類には÷
のウエイトをかけて計算した。

[Table４．カード別《Ｃシリーズ群一ｓシリーズ群))の

値（先)］

Table３．における値を用いてＣシリー群とＳシリー

ズ群との差を求めて５枚のカードで同時に比較できるよ

うにしてある。

[Table５.反応内容の４群問の比較］

各反応内容について各群の被験者の中でどの程度の頻

度を持って111現するかを示している。

Ｉカード……Ｃシリーズの方では全体の印象が軽く

なっているので反応内容に影響して暗く恐い､ものとい

う内騨が減少し，色彩は地味なものなので色彩反応は特

に墹大せず，一方陰影は原図版より減少しているので

亘Ｃは減少するなどということが予想される。Table４．

の結果から考察するとＷとＤで11.Ａ､群とＬＡ､群

が逆方lri]に大きく変化している。これは前者が色彩刺激

の影郷を受けて細分化の機能が低下したためであろう。

ＦＭのlii加は黒白から軽快な青白へと刺激が変化したた

めと思われる。同じ現象がＶカードでも認められＩ．Ｖ・

カード程度の色付けでは運動反応を低下させるような刺

激とはならずにむしろプロットの印象を軽くしⅡりるさを

変えIlilj緒｢１勺反応性を高めるので単純で次元の低い運動反

応（ＦＭ）を誘発する刺激となったと考えられる。２Ｃ

ＦＣに関しては予想通りである。Table５．から反応内容

を考察すると，まずいこうもり′などのＰ反応が減少し

ない。ＷのⅦ鬼の面〃が有彩色シリーズでj1yijnするの

は膿淡の減少と共に動物らしさが減少するためである。

Ｗの人間反応はこわいという印象が減っている。X-ray

はＣシリーズ群ではＯであるので黒の刺激を受けやすい
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表象であると思われる。直接色彩を反映させる内容とし

ては帆海″Ⅶプール〃などがある。

Ⅳカード……色彩カードの力では軽快で明るい雰囲

気の墹加，陰影が肘(図版より強いため２ｃの増大，色は

地味であるが１カ-１Fよりｃがjiyi大するであろう。明暗

差が減少しているので抑うつ的感じを与える刺激性が弱

くなり内容として抑うつ'''9，恐怖的なものが減少するで

あろうなどが考えられる．Table４．からは，Ｍの減少，

ＦのＨＡ､群とＬＡ､群との差が著しい，図ｃの増大，

ＦＣの増大などがみられる。Ｍが減少したのは緑色のた

めにⅢ大男〃とかい悪魔〃の印象が薄くなるためであろ

う。ＦＣは増大しているがＣＦ＋Ｃの増加は少く色の影

響は形態把握を保てる程度にしか及ばないのであろう。

Table５．からは，ＷのＨ,(H),(A）などの反応に恐怖

像がＣシリーズで減少している，緑色でもＰｌは増さな

い，Ｗの帆動物の顔〃の反応がＣシリーズ群で増加して

いるなどの特徴がみられる。、$動物の顔〃が増加したの

はＣよりｃの影響と思われる。

Ｖカード……色への好みの個人差のため反応内容に

ばらつきが大きくなるであろう，陰影が原図版より強い

のでＺｃが噸大するであろう，などが予想される。実際

の結果はTable４，を凡るとｄにⅡ.Ａ､群とＬ､Ａ・群

とで大きな隔りがある，Ｗが｣棚Ⅱしている，ＦＭが増加

Table３－５．ⅥＩＣａｒｄ

Ｌ、 Ｈ､Ａ、

Ｓ’Ｃ：Ｓ’Ｃ

１Ｒ
Ｉ

鑓
Ｒ
刀
Ｗ
Ｄ
ｄ
ｍ
Ｍ
ｍ
ｍ
ｋ
Ｋ
正
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

ｃ
ｊ
Ｃ
Ｆ

８
ｐ

９
３
８
２
６
０
１
３
３
６
０
４
０
５
１
０
２

１
５
２
６
２

１
２
１

４
１

０
●

４
４
７
９
３
７
１
３
５
２
０
０
２
６
９
０
２

１
４
１
５
２
１
４

３

５
●

９
８
５
９
９
２
０
８
４
３
０
０
３
９
６
１
０
９
２
５

１
４
２
６
１
１
２

２
２

１

●

４
８
７
０
４
２
３
６
７
２
０
２
１
７
２
０
０
１
５
６

１
５
２
６
３

１
３

１
２

／’
Table４．カード別［有彩色シリーズ群一標準シリーズ群］の値（％）

ＣａｒｄＮｏ．

Ｇｒ．

ＶＶＩ

~E7Ｋ房一｢IrX〒'て了XコーIrX￣

Ｉ

Ⅳ Ⅶ

ＬＡ．｜ＩＬＡ．Ｌ､Ａ、｜Ｈ､Ａ・ｌＬ.Ａ・’１ＬＡ．

５

３
３
４
３
１
２
２
６
４
０
５
３
９
３
８
３
１

１
１

１
１
１

１
３
５

｜
’
｜
｜
＋
一
一
十
一

一
一
一
一
十
十
十

Ｒ

Ｔ/Ｒ１ｓｅｃ

Ｗ

Ｄ

ｄ

ｄｍ

Ｍ

ＦＭ

ｍ

ｋ

ＦＫ

Ｆ

Ｆｃ

ｃＦ

ＦＣ

ＣＦ＋Ｃ

ＦＣ＋ＣＦ＋Ｃ

２

１
２
４
６
０
８
２
４
２
０
４
３
３
０
１
４
５

２
１

１
１

１

＋
’
十
｜
｜
’
十
十
’

十
一
十

＋
＋
＋

３

８
８
９
５
３
２
０
５
１
０
１
０
８
０
７
８
５

１
２
１

１
１
３

十
｜
＋
’
’
一

＋
一

十
｜
｜

＋
＋
＋

１

０
８
３
２
５
０
９
６
０
０
３
３
２
０
１
２
３

１
１

１
１

＋
｜
＋
＋
＋
｜
’
＋

’
｜
｜

＋
十
＋

５

６
０
２
２
８
６
３
１
１
０
２
４
４
３
１
０
１

１
１

１

｜
’
一
一
一
一
一
十
十

十
一
十
十
十

十

５
３
７
７
２
１
５
９
３
０
３
６
５
１
９
７
６

１
２
３

｜
’
＋
’
十
｜
＋
一
一

十
一
一
十
十
十
十

＋１４

＋１０．１

＋１

＋１１

－５

－８

－２７

＋２

０

０

－１

＋１

－７

０

＋１１

＋３１

＋４２

８

６
５
８
１
０
４
０
５
１
３
１
５
１
０
０
５
５

１

｜
’
｜
＋

十
一
一
十
’
一

＋
＋

０

６
０
５
５
３
３
１
６
２
０
０
８
１
１
１
２
３

１
１

１
１

｜
’
一
十
十
一
一
一
一
十
十
十
十
十
十

８

３
８
６
４
０
３
６
０
３
０
２
３
９
０
０
４
４

１

｜
’
＋
｜

’
一
十
＋

十
＋
｜

＋
＋
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している。Ｆが減少してその分がＬ､Ａ,群ではＦＣへ，Ⅵカード……色彩の刺激が強く，三色が不調和であ

ＩＬＡ・群ではＦＭへ移行しているなどとなっている。るので反応内容に色彩を反映させる表象が出現するであ

一方反螂応内容はTable５．からわかるようｐに反応の増ろう，図Ｃがiii大するであろう，陰影の減少がＺｃを減

加。ｕ花''の墹加，激しい運動反応の増加がみられる。少させるであろう，色による分割がｄｒの増大を招くで

色を用いる反応としてはⅢ夕焼け〃、､さつまいも''帆噴あろうなどが予想される。Table４．の結果からは次の

火〃帆花〃などがある。ようなことが言える。反応数については商不安群と低不

Tab1e5-LICardの反応内容の比較

Ｈ､Ａ、Ｌ､Ａ、

Content Ｓ ＳLocation Ｃ Ｃ

Ｓｓ・→ 1９ 1９ 1４ 1４

ｻﾞ…Ｉ

２
７
０
３

１
３
０
３

ＷｏｒＤ１

７Ｐ

Ｄ２

２
４
０
６

０
９
０
２

こわい屯の

こわくない&
の

こわい

Ｈｏｒ(H）

こわくない
Ｈｏｒ(H）

▽，

４
７
９
２
０
２
４
２

１
２

，
Ｄ

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
ｗ
ｗ
ｍ
ｍ

Ｗ
ｑ

３
４
６
１
３
０
４
８

７
４
５
４
１
０
１
４

３
４
６
２
２
０
１
４

Ａこうもり

ちよう蛾

動物の顔

お面 動,物
Ｏ

鬼

鳥

虫

動物

Ｏｂｊかぶと

銅たくetc．

ｗ
ｗ

２
０

３

１

２
０

１

２

Ｗ ２X-rayレントゲン写真 0 0 ０

Ｗ

宇宙船のカ
プセル

D`(V）
わし

Ｗ

人間の頭が
い骨

Ｗ(V）
大きな人間

Ｗ

沼に写る森

Ｗ

何かが落ち
る

Ｗ

葉っぱ

Ｗ(V）
ネコの顔

Ｗ

クモ

Ｗ(V）
くまと人

Ｗ(V）
岩と鳥

Ｗ(V）
ライオンの

置物

Ｗ(V）
正面から見
た魚

Ｗ

鳥

Ｗ(V）
仏像

Ｗ(V）
岩と動物

ｄｒ

絶壁と波

ｄｄ

女の人の頭

Ｗ(V）
きばのある
顔

Ｗ(V）
山と谷の｣』（
色

Ｗ(V）
山の上の塔

ｄｓ

カンボジア

Ｓ

怪物の口

Ｗ

海
その他

Ｗ

プール

Ｗ

指輪

lw1:鰯`に
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Table５－２．１ＶＣａｒｄの反応内容の比較

ＬＡ． IＬＡ．

LocationContent Ｓ Ｃ Ｓ Ｃ

Ｓｓ→ １９ 1９ 1４1４

Ｈ大男，悪魔

べ￣ルをかぶった人etc．

Ｗ
、

２
３

１

11

1

９
０

６

１

Ｗ
ｕ
Ｗ
ｑ
Ｗ
Ｌ
Ｌ
》
し

８
３
２
０
３
２
２
１

２
４
３
２
４
１
０
１

１ ６
７
４
１
３
０
０
０

Ａこうもり,蝶…羽のある､の

動物の頭，エビ

動物の顔

いか

魚etc．（泳いでいるところ）

動物吠えている犬etc,

鳥の頭

ヘビの頭

７
５
２
１
０
２
２
１

Aobj毛皮 Ｗ

３
’
２

１
’
１

５

０
’
０

ＷＡｔ開いてある標本 １

Objシャンデリア燭台 Ｗ ２ １ ２ ０

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
恥

Ｐｌ 大木

はつば

花の断面

海藻

つる

１

１

１

１

０

１
２
１
０
０

。
△
ｎ
Ｕ
ｎ
ｏ
ｎ
Ｕ
１
１

１
１
０
２
１

Ｌｄｓ水に写る木や山の景色

Ａｒｃｈお城建物

Ｗ
ｌ
Ｗ

１

２

１

０

０
’
０

０
’
０

Cｌ雲火けむり Ｗ ４ １ ００

Ｄ，
柱にしばられ
たコック

Ｗ

かぶとと頭

ＤＢ＋ｄ２
うつぶせの人

。，
しか

ｄｄ

ｌ１

ｄ，
焼き鳥

d，
ぜにあおい’

ＷＳ(V）
きつねの顔

ｄｄ

人が２人

Ｗ

犬と岩

ｄｄ

キリスト

ｄ２
さそりのしっ
ぽ
Ｗ

中国の王様

Ｗ

お墓と逆さの人

Ｗ

マント

Ｄユ
スツール

Ｄ２
くつの裏

ｄｒ

飛行機

Ｗ

生け花

ｄ２
リュウの尻尾

ｄｉ

人の足

ｄ，
岩と蛾

Ｓ

彫刻の顔
ｄ，
ギリシャ時代
の人

。ｒ

人が沢''１

Ｗ

毛皮の|胴子

けいと，の花Ｉｄｌ

その他

ｄｄ

冠

ｄｄ

バレリーナ

｡ｒ

人と馬
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安群で逆の変化が見られる。Ｍが減少しＦＭが増大すⅦカード……三原色で明１Ｍ(な分割がなされているた

る，Ｆが三Ｃの墹大のために減少する，Ｆｃは攪淡の波めにＦは減少し明るさ陽気さの反映される反応内容が増

が出るところを色で区切ったため濃淡が消失し減少す大するであろうと思われる。又統合性は欠如し濃淡は明

る’色の印象が強烈なためＬＰＣが著しく増大するなどで瞭なのでどｃは変化しないであろう。Table４．の結果

ある。反応内容に関しては、極彩色の楽器'′の増大，Ｈから云えることは，まずＦｃが予想外に減少したことで

の減少，Ｄ，領域の人間の減少が顕著である。ある。これはⅥカードの場合と異ってプロットの濃淡

Table５－３．ＶＣａｒｄの反1t《内容の比較

ＬＡ． Ｈ､Ｌ、

Ｓ Ｓ

ｌ４

Location Ｃ

Ｃ
ｌ
ｕ

Ｃｏｎｔｅｎｔ

Ｓｓ→ 1９1９

Ｈ人間の全身像（マントをつけ
た）

全身の人間

人間の横顔

人間の足

ＷｏｒＤ２

Ｄ１

Ｄ３

ｄ２

４
１
０
１

２
２
１
１

６
１
５
１

２

０
０
１

〈
０
Ｒ
Ｕ
ｍ
Ｕ
⑪
全
Ｄ
】
Ⅲ
〉

１
１

０
０
６
０
１
１

１

ｌ

Ｗ
Ｗ
ｄ
Ｗ
ｕ
・
山

８

⑪
⑪

３
８
５
１
０
１

１ ２
６
３
２
４
１

１

Ａこうもり鳥

蝶蛾

烏けしのの口首なめくじ

２匹の獣のぶつかり合い

うさぎのような動物

動物の足

Obj仮面 Ｗ ２ １ ０ ２

Pｌ花の断而図花 Ｗ １ ４ ０ １

|Ｄ』Ｗ

本州

Ｗ

上層

Ｗ

岩と波

Ｄ２
なめくじ

Ｗ

弓矢

Ｗ

ハンガー

Ｗ

きつねのえ
りまき

Ｗ

火山の噴火

ＷＳ

１１１１]子と頭

dｉ

おへそ

。U
大の顔

Ｓ

ライオン

Ｗ

さつまいも

Ｗ

夕焼け望

Ｗ

ブーメラン

Ｓ

顔

Ｓ

椅子と２人
の人

Ｗ(＞）
岩と海

Ｗ(V）
谷ⅡⅡとやぐら

]Ｖ

尻尾のない
双頭の竜

顔

Ｗ

木の根と土

Ｗ

いのししが
沢山

。，
岩の上の子供

ｄ５

岩の上の子供

Ｗ

すぺり台と
けむり

その他
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Ｔａｂｌｅ５－４ＣａｒｄＶＩの反応|ﾉ]容の比較

Ｌ､Ａ、 Ｉ－ＬＡ．

Location Ｓ ＣＣｏｎｔｅｎｔ Ｓ Ｃ

Ｓｓ→ 1９1９ 1４ 1４

１

Ｗ
し
３
３
３

Ｄ
Ｄ
Ｄ

７
５
０

１
２
１

４
２
１

２
１
２

Ｈ人間の全身像

〃

顔ｏｒＤｕＪ

Ｄ１ｏｒＷ

Ｗ

Ｗ

Ｄ５

Ｄ３

Ｄ３（＞）

３
０
０
４
１
２

Ａネコ（顔ｏｒ全身）

動物の顔

魚エイ

かに

動物
〃

７
１
１
１
１
１

６
０
２
０
０
１

５
２
２
０
３
１

Ａｏｂｊ毛皮 Ｗ ７ ４ ３５

Ｏｂｊ弦楽器

モップガラガラ

うちわ

羽根つきの羽根

十字架

焼けた鉄

トーテム讃一ル

ガヲス器

Ｗ
Ｗ
Ｗ
ｕ
Ｗ
Ｗ
ｑ
Ｗ

４
１
２
２
１
０
０
０

１
３
２
０
０
１
１
１

１７
０
１
０
０
２
０
０

３
３
０
２
３
２
１
２

Ｆｏｏｄアイスキャンデー
骨つき肉瓜！

Ｗ １ ２１２

Ｐｌ

花
木
葉

Ｗ
Ｗ
Ｗ

３
１
３

０
０
０

３
１
０

５
０
０

Ａｒｃｈ戦11Ｉ D3（＞） ２ １０２

lightlmU］街灯 Ｗ ４ ５０

’
Lds海山烏(上から見たところ）

水に写る景色

０
０

４
０

Ｗ

Ｗ（＞）

２

１

０
３

陸
Expl頃火火山

噴水

０
０

Ｗ
Ｗ ２

１

０
０

１

０

Ｗバックの顔

Ｗ皮膚の切り口|w諺-'のオー
Ｗちようちよ

Ｗ夢の世界

Ｗむささび

D5きじの尻尾

Ｗ感謝祭の飾り

物の頭(2)

の顔に彰鰯ァ
|ｗガラスの腫物
d2アシカの顔

Ｗｊ１ｌ１象画(2)

D,羽のある動物

d2昆虫のｎ

Ｗ岩と人111］

|w煙ぶ
口椅

D2体

d5細
Ｗか

d3岩

鑿冒iＷ１ｌＷ－その他 子の足

温計
胞

ぶと

と虫

WjW11砲分裂

Ｗふすま
Ｗカメ

d5iifと人
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Table5-5．ＶＩＩＣａｒｄの反応内容の比較

Ⅱ.Ａ，Ｌ､Ａ，

ＳＳ Ｃ ＣContent Location

1４1４1９ 1９Ｓｓ→

４
４
４
１

９
７
２
０

３
１
１
０

２
３
４
０

１

ＤＣ,Ｗ

ＤＧｏｒＷ(Ｖ）

ＷＳ

Ｗ

Ｈ人間の全身像

〃

顔，頭

人間の全身

liiってし

〃

る人

Ａ動物うさぎテリア
ぐるみ

犬

魚金魚

蝶

ぬい

１
０
３
０

７
０
０
１

D2D6(＞）

Ｄ５

Ｄ１Ｄ４

Ｄ３

２
２
２
０

１ ２
１
３
１

Obj家具椅子机

花びん腫物

１
２

Ｗ
Ｗ

２
１

１
３

０
２

Ｍａｐ地図 １ １０Ｗ １

Foodバーベキューの肉
一キャンデー

クヅキ
Ｗ １ ２ １ ０

P１花 Ｗ ４０ ３ 0

Ｃｌ 雲 １Ｗ ２３ ０

Ａｒｃｈ建物
〃

ﾄﾞヨ

ＳＷＳ

ｄ１

Ｗ

１
０
０

１
１
０

０
０
１

２
３
０

Ａｂｓｔ Ｗ ０ ２0 １

Ds大きい翼の
人

Ｄ８属子
Ｄ１木と２人の
人

Ｗくずれるも
の

Ｓ力､ぎ穴

w精ｌｗ
Ｗシャボテン１ｓ

Ｗ踊りのイメ
ージ

Ｓ矢印

Ｗネックレス

Ｗ手

Ｗ前衛画

ＤＢこたつ

D４長ぐつ

Ｗかぶと

Ｗあごひげ

ｄ1つの
Ｄ４かけてい悪
人

Ｗお祭のイル
ミネーショ
ン

ＳＷスタンド

Ｗ飛ぶもの

Ｗ歯(２）Ｄ顔

Ｗ神社の繩 Ｗ耳の骨

ｓ石どうろう

D5木の人形

D4長ぐつ

D'柔道
Ｄ４アイススケ

ート

Ｄ，へびの頭

ｗ信号の色

ｄ２リスのしっ
ぽ

Ｗジャム
Ｄ，オタマジャ

クシ

ＷＳ下等動物

Ｄ鐸かんざし

ｄｄネコの手

Ｗかぶと
その他
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そのものは明瞭に描き出してあるのでより強い刺激で

ある色彩の方へ注意が大きくひかれたためと考へられ

る。このカードでは11.Ａ・群とＬ､Ａ・群が最も大きな

差異を示している。このように|Ｊ１暗に分1Iflされた色彩は

11.Ａ・群を充分動揺させるﾙﾘ激となるということができ

る。Table５．から反応内容をみるとＳシリーズ群とＣ

シリーズ群に大きな差があると思われる。Ｃシリーズ群

でＰ反応が減少し，Ⅶ魚〃剛金((!〃の反応が墹大レバ建

物〃が減少し，帆花〃帆lEt物〃など装飾的なものが増力Ⅱし

ている。特にＩＬＡ､群での反応レペルの低下は著しい。

Ｐ反応の減少と良形態反応の減少は色彩が非常に大きな

影響を与えたことを示している。

についてはＳシリーズのⅥカードでＤ或いは。領域と

して区切られていない濃淡の部分を切って着色したので

あるがこの区分が充分に反応領域に意味をもたらさなか

った。ｓシリーズと同様の反応がほとんど同じ程度に１１｛

た他にＣＦのような色彩の印象を訴える反応がわずかに

増力Ⅱしたのみであった。これは色によって区分した領域

の輪郭が形態として何かの表象を想起させにくいもので

あったためと思われる。Ⅶカードはもともと明確に分割

できる刺激であったので緑・黄・赤という色をつけた。

このカードでは再三述ぺてきたがＨＡ､群で著しく統合

的困難を生じて反応がかなり乱れ形態水準の低い，個人

的で独りよがりの反応が増大している。一方，ＬＡ､群

では，あまり統制力を失わず適応していけるという明白

な差異を見せた。従ってⅦカード程度の色をつけた時

に初めて色彩刺激の影響が直接的に反応形態の中に反映

され刺激と反応との関連が明瞭に捉えられる。このⅧカ

ードでみられた事実は色彩の解釈仮説を支持する有力な

手掛りとなるであろう。

また被験者に関しては11.Ａ・群といっても一応問題な

く学生生活を過している広義の社会適応者であり精神疾

患という面からみても症状を持たない正常者である。本

研究所凡の中でＩＬＡ､群は不安，動揺,退行などを示

唆する現象と防衛力，不安への反発力の強さ，ねばり強

さを示唆する現象とを共に示し，これはこれなりに興味

深いものであった。しかしより強い不安を有する精神疾

患者などを11.Ａ・群として設定した方がＬＡ､群との

対比は鮮明となり統計的処理も容易だったのではないか

と思われる。

１V・総括

従来色彩刺激は外在的情動刺激が被験者の情緒面に働

きかけるものであり，又情緒的に不安定な人程その影響

を受けやすいと考えられてきた。過去の研究がＳシリー

ズで色彩効果の表出と思われていたものが無彩色シリー

ズでは減少するであろうという考え方に基づくものがほ

とんどであったので，ここでは逆にすべて色彩を含んだ

シリーズを作製すれば色彩効果の指標となるものがＳシ

リーズに比べてより多く111現するであろうと考えてこの

実験を計画した。結果はこのような解釈を実証的に確認

するものではなかった。平均値の比I陵ではかなり肯定的

な方向へと変化を見せていたが個人差が大きいため統計

的有意差は認められなかった。この点は被験者の数を充

分に大きくすれば解決されるかもしれない。但し’1.Ａ・

群でＦＭとＨ％が有意に変化を見せたのは注目に値す

る。またｎＡ・群はⅦカードのＣシリーズ群で明らか

に反応様式の混乱を示している。これらの点から不安が

高く情緒的に動揺しやすい人程，色彩によって動揺しや

すいということは云えるであろう。この点神経症者を対

象として同様の実験を試みれば不安と色彩刺激との対応

についてより明瞭な所見を得られるのではないか。

色彩刺激の作製については全く新しい試みであるので

参考文献もなく困難なことが多かったが，その過程につ

いては前述のとおりである．これらの着色の効果につい

ては疑問がある。何故なら１．１V.Ｖ､カードについては

被験者の多くが色彩と感じていないと報告しているから

であり，またⅥカードの出現で「まあきれい」「これは

きれいだ」というような言語反応があるからである。つ

まりＬＩＶ.Ｖ・のカードについてはもっと異った色をつ

ければより顕著な変化があったかもしれない。Ⅵカード
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